
　
同
志
社
大
学
政
策
学
部
政
策
学
科
は
、

高
度
な
問
題
発
見
・
解
決
能
力
を
身
に
つ

け
、
地
域
や
組
織
で
活
躍
す
る
リ
ー
ダ
ー

の
育
成
を
目
指
し
て
い
る
。
同
学
科
３
年

の
小こ

橋ば
し

杏あ

実み

さ
ん
は
、
入
学
の
動
機
を
次

の
よ
う
に
話
す
。

　「
私
は
、
高
校
時
代
か
ら
環
境
問
題
や

S
D
G
s
に
関
心
が
あ
り
、
そ
れ
ら
の

社
会
問
題
を
解
決
す
る
た
め
の
ア
プ
ロ
ー

チ
方
法
を
学
び
た
い
と
考
え
、
本
学
部
を

志
望
し
ま
し
た
」

　
１
年
次
の
必
修
科
目
「First Year 

Experience
」
で
は
、
大
学
の
学
習
に

必
要
な
知
識
・
技
能
を
、
１
ク
ラ
ス
15
人

程
度
の
少
人
数
で
学
ぶ
。
同
学
科
３
年
の

山
本
大た

い

喜き

さ
ん
は
、
岡
本
由
美
子
教
授
が

担
当
す
る
ク
ラ
ス
で
学
ん
だ
。

　「
私
が
中
学
校
時
代
を
過
ご
し
た
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
は
、
高
級
マ
ン
シ
ョ
ン
が
立
ち

並
ぶ
一
方
で
、
貧
し
い
労
働
者
を
見
か
け

る
こ
と
も
多
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
貧
富
の

差
に
つ
い
て
問
題
意
識
を
持
つ
よ
う
に
な

り
、
大
学
に
入
っ
た
ら
国
際
的
な
社
会
問

題
の
解
決
に
取
り
組
み
た
い
と
思
っ
て
い

ま
し
た
。
岡
本
教
授
の
ク
ラ
ス
で
、
ウ
ガ

ン
ダ
な
ど
の
途
上
国
に
つ
い
て
学
び
、
持

続
可
能
な
開
発
に
関
心
を
持
ち
ま
し
た
」

　
１
年
次
秋
学
期
か
ら
２
年
次
春
学
期
に

か
け
て
も
、
少
人
数
制
の
科
目
「
ア
カ
デ

ミ
ッ
ク
・
ス
キ
ル
」
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。

文
献
講
読
の
ス
キ
ル
や
デ
ー
タ
収
集
・
分

析
の
方
法
な
ど
、
大
学
で
の
学
習
や
研
究

に
必
要
と
な
る
技
能
を
身
に
つ
け
る
。
同

時
に
２
年
次
か
ら
は
、
政
治
・
行
政
、
法

律
、
経
済
、
国
際
社
会
な
ど
の
広
範
な
専

門
科
目
を
履
修
し
、
分
野
を
横
断
し
て
学

ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

　
２
年
次
秋
学
期
か
ら
は
ゼ
ミ
が
始
ま

る
。
小
橋
さ
ん
と
山
本
さ
ん
は
、
岡
本
教

授
の
ゼ
ミ
に
所
属
。
同
ゼ
ミ
で
は
、「
グ

ロ
ー
バ
ル
社
会
は
持
続
可
能
か
」
を
テ
ー

マ
に
掲
げ
、「
目
標
８

　働
き
が
い
も
経

済
成
長
も
」
の
実
現
を
目
指
し
、
実
践
的

な
国
際
開
発
・
協
力
の
あ
り
方
を
研
究
し

て
い
る
。
学
び
の
特
徴
は
、
問
題
発
見
・

解
決
能
力
の
育
成
を
目
指
し
、
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
（
以
下
、
Ｆ
Ｗ
）
を
複
数
回
実

施
す
る
こ
と
だ
。
2
年
次
は
国
内
で
Ｆ

Ｗ
を
行
い
、
そ
こ
で
得
た
知
見
を
3
年

次
の
海
外
Ｆ
Ｗ
で
生
か
し
て
い
く
こ
と

で
、
グ
ロ
ー
カ
ル
（
＊
１
）
な
視
点
も
身

に
つ
け
て
い
く
。
　

　
こ
の
１
年
間
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で

Ｆ
Ｗ
の
内
容
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
実
施
し

た
。
ま
ず
、
２
０
２
０
年
３
月
に
は
国
内

Ｆ
Ｗ
と
し
て
、
徳
島
県
勝
浦
郡
上か

み

勝か
つ

町ち
ょ
うの

オ
ン
ラ
イ
ン
視
察
を
実
施
。
同
町
は
、
南

天
や
紅
葉
な
ど
、
日
本
料
理
を
彩
る
「
つ

ま
も
の
」
を
、
栽
培
・
出
荷
・
販
売
す
る

ビ
ジ
ネ
ス
で
注
目
を
集
め
る
地
域
だ
。

　「
商
品
で
あ
る
『
つ
ま
も
の
』
は
軽
く
、

女
性
や
高
齢
者
で
も
扱
い
や
す
い
の
が
特

徴
で
す
。
こ
の
ビ
ジ
ネ
ス
の
成
功
で
、
同

社
会
問
題
の
解
決
方
法
を

分
野
を
横
断
し
て
学
ぶ

国
内
外
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で

現
場
主
義
を
体
感

政
策
学
部
政
策
学
科

　

３
年山

本
大
喜

や
ま
も
と
・
た
い
き

三
重
県
立
川
越
高
校
卒
業
。

政
策
学
部
政
策
学
科

　

３
年小

橋
杏
実

こ
ば
し
・
あ
み

京
都
府
・
私
立
同
志
社
国
際

中
学
校
・
高
校
卒
業
。

私
た
ち
が
紹
介
し
ま
す

大学の学び

この学びに
関する

SDGsの
目標

グ
ロ
ー
カ
ル
な
視
点
で
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
、

問
題
発
見
・
解
決
能
力
を
身
に
つ
け
る

同
志
社
大
学
　政
策
学
部
　政
策
学
科

　

岡
本
ゼ
ミ

＊１　地球規模（グローバル）の視野で物事を考え、必要に応じて地域視点（ローカル）で行動すること。

この学びに関する
他のSDGsの目標
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Ｆ
Ｗ
を
行
い
、
そ
こ
で
の
調
査
も
踏
ま
え

て
卒
業
論
文
を
作
成
す
る
予
定
だ
。
山
本

さ
ん
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
調
査
で
ま
と
め
た

コ
ー
ヒ
ー
組
合
へ
の
提
案
を
自
ら
の
手
で

実
現
さ
せ
た
い
と
話
す
。
小
橋
さ
ん
は
、

ウ
ガ
ン
ダ
の
大
学
で
学
生
や
先
生
と
議
論

し
た
い
と
意
欲
を
語
っ
た
（
写
真
）。

　「
ラ
ジ
オ
教
育
は
実
現
可
能
な
の
か
、

実
現
で
き
る
な
ら
ば
課
題
は
何
か
を
、
現

地
の
大
学
生
と
議
論
し
、
私
の
卒
業
論
文

の
テ
ー
マ
に
し
よ
う
と
考
え
て
い
ま
す
」

　
同
ゼ
ミ
生
の
卒
業
後
の
進
路
は
、
多
様

で
あ
り
つ
つ
も
、
問
題
解
決
能
力
を
生
か

せ
る
職
業
を
希
望
す
る
学
生
が
多
い
。

　「
ウ
ェ
ブ
デ
ザ
イ
ン
な
ど
、
ク
リ
エ
イ

テ
ィ
ブ
な
仕
事
で
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の
問
題

解
決
に
貢
献
し
た
い
で
す
」（
小
橋
さ
ん
）

　「
生
活
基
盤
を
担
う
企
業
な
ど
、

S
D
G
s 

達
成
に
貢
献
で
き
る
企
業
に

就
職
を
希
望
し
て
い
ま
す
」（
山
本
さ
ん
）

町
で
は
女
性
や
高
齢
者
の
就
業
率
が
上
が

り
、
収
入
が
増
え
ま
し
た
。
そ
う
し
た
取

り
組
み
が
途
上
国
の
開
発
に
役
立
て
ら
れ

な
い
か
と
い
う
視
点
で
視
察
を
行
い
ま
し

た
」（
山
本
さ
ん
）

　
同
年
９
月
に
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
聞

き
取
り
調
査
を
、
ウ
ガ
ン
ダ
の
大
学
や

政
府
関
連
機
関
な
ど
に
対
し
て
行
っ
た
。

フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド（
＊
２
）に
関
心
が
あ
っ

た
山
本
さ
ん
は
、
ウ
ガ
ン
ダ
東
部
の
コ
ー

ヒ
ー
の
小
規
模
農
家
組
合
の
幹
部
役
員
に

話
を
聞
い
た
。
組
合
は
、
質
の
よ
い
コ
ー

ヒ
ー
を
生
産
す
る
こ
と
で
経
済
的
自
立
を

目
指
し
て
い
る
が
（
目
標
１
）、
日
本
の

食
品
規
格
で
あ
る
有
機
J
A
S
の
認
証

取
得
に
苦
戦
。
話
を
聞
く
と
、
認
証
の
取

得
が
遅
れ
て
い
る
原
因
は
、
主
に
組
合
ス

タ
ッ
フ
の
ミ
ス
だ
と
分
か
っ
た
。

　「
私
た
ち
は
、
ミ
ス
を
減
ら
す
仕
組
み

　
政
策
学
部
で
は
、
S
D
G
s
の
よ
う
に

分
野
横
断
的
な
目
標
の
達
成
に
貢
献
で
き
る

人
材
の
育
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
、
1
年
次
か
ら
、
少
人
数
の
授
業
に
お

い
て
問
題
解
決
型
学
習
を
実
施
す
る
と
と
も

に
、
社
会
科
学
分
野
を
横
断
的
に
学
べ
る
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
と
し
て
い
る
の
が
特
徴
で
す
。

　
ゼ
ミ
で
実
施
す
る
海
外
F
W
の
テ
ー
マ

は
毎
年
異
な
り
ま
す
が
、
20
年
度
は
、「
ウ

ガ
ン
ダ
に
お
け
る
S
D
G
s
達
成
に
与
え

た
コ
ロ
ナ
の
影
響
」「
コ
ー
ヒ
ー
産
業
の
課

題
」「
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」「
J
I
C
A
が

実
施
す
る
北
部
ウ
ガ
ン
ダ
生
計
向
上
支
援

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
評
価
」
の
４
つ
の
研
究
を

進
め
ま
し
た
。
初
め
て
の
オ
ン
ラ
イ
ン
調
査

で
は
、
想
定
し
て
い
た
以
上
に
議
論
が
深
ま

り
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
現
地
に
赴
き
、
持

続
可
能
な
開
発
と
は
何
か
を
肌
で
感
じ
る
こ

と
は
重
要
で
あ
り
、今
後
も
実
施
予
定
で
す
。

　
高
校
生
に
は
、
飢
餓
問
題
な
ど
、
海
外
で

起
き
て
い
る
問
題
も
日
本
に
深
い
か
か
わ
り

が
あ
る
こ
と
を
知
り
、
自
分
の
行
動
が
解
決

に
つ
な
が
る
と
自
覚
を
持
っ
て
、学
び
を
深

め
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。ま
た
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
な
ど
の
社
会
貢
献
活
動
に
も
参
加
し
、
視

野
を
広
げ
て
か
ら
進
学
し
て
ほ
し
い
で
す
。

に
加
え
、
女
性
農
家
の
自
立
も
課
題
だ
っ

た
た
め
、
上
勝
町
の
例
を
参
考
に
、
女
性

の
活
用
（
目
標
５
）
を
提
案
し
ま
し
た

（
図
）」（
山
本
さ
ん
）

　
小
橋
さ
ん
は
、
ウ
ガ
ン
ダ
へ
の
国
際
協

力
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
班
に
所
属
。
コ
ロ
ナ
禍

が
ウ
ガ
ン
ダ
の
経
済
に
与
え
た
影
響
に
つ

い
て
調
べ
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
J
I
C
A

職
員
に
聞
き
取
り
調
査
を
実
施
し
た
。
そ

れ
ら
を
基
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
拡
大
を
防
ぎ
な
が
ら
経
済
活
動
や
教

育
を
行
う
方
法
に
つ
い
て
仮
説
を
立
て
、

現
地
の
大
学
教
員
な
ど
に
提
案
（
目
標

17
）。
仮
説
の
立
案
で
は
、
岡
本
教
授
の

助
言
を
受
け
、
現
地
の
人
た
ち
の
み
で
実

施
で
き
る
「
現
場
主
義
」
を
大
切
に
し
た
。

　「
大
学
教
員
に
、
農
村
部
の
学
校
で
の

ラ
ジ
オ
教
育
と
分
散
登
校
を
行
う
ア
イ
デ

ア
を
提
案
し
ま
し
た（
目
標
４
）。そ
の
後
、

ウ
ガ
ン
ダ
の
大
統
領
が
実
際
に
ラ
ジ
オ
教

育
の
実
施
を
計
画
し
て
い
た
と
聞
き
、
提

案
の
方
向
性
が
間
違
っ
て
い
な
か
っ
た
と

勇
気
づ
け
ら
れ
ま
し
た
」（
小
橋
さ
ん
）

　
　

　
現
３
年
生
は
、
コ
ロ
ナ
禍
が
終
息
に
向

か
え
ば
、21
年
の
夏
に
ウ
ガ
ン
ダ
を
訪
れ
、

政
策
学
部

　

教
授岡本

由
美
子

お
か
も
と
・
ゆ
み
こ

＊２　 開発途上地域の農家などの生産者が作る農作物や商品を、公平・公正な価格で継続的に購入し、生産者の自立を支援する貿易の仕組み。

写真　昨年度のゼミ生がウガンダのマケレ
レ大学を訪問した際の様子。学生はアフリ
カの大自然や現地の人と触れ合い、本当の
幸せや持続可能な開発とは何かを考えた。

ウガンダの小規模農家組合
への提案書

図

ジェンダー格差を是正するための啓蒙活動を行い、
女性農家を全体の40％に引き上げる案を提示。

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
行
っ
た

提
案
を
卒
業
論
文
で
深
め
る

分
野
横
断
的
な
目
標
の
達
成
に

貢
献
で
き
る
人
材
を
育
成

学
び
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

 Februar y  202157

0-01-J-22045-001 2020 年度VIEW21高校版 2月号 56頁 ＣＭ
ＹＫ

新
組
01/26
羽崎

色
校
02/04
引寺 − −/−

− − −/−
− − −/−

−0-01-J-22045-001 2020 年度VIEW21高校版 2月号 57頁 ＣＭ
ＹＫ

新
組
01/26
羽崎

色
校
02/04
引寺 − −/−

− − −/−
− − −/−

−
P56-57_view21koukou-2g.indd   57 2021/02/04   14:21


